
私は普通科高校出身で、今年度から本格的に建築分野に触れ始めたので、毎
日が初めての連続で、充実した日々を過ごしています。特に設計課題では、自分の作った作品をグループで
意見交換をすることで、自分に今までなかった新しい視点を見つけることができ楽しいです。それを次に生
かすことで自分の成長を感じられます。また、大学は、これまでよりも自主性を求められると感じました。
サークルやアルバイト、資格勉強や講義の予習復習など、大学生活でどれだけ成長できるかは自分がどれだ
け努力できるかというのに関わると感じたので、これからも実りある大学生活を送るために、自主性を大切
にしていきたいと思います。1年 小野寺 惟頼くん
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私は現在吹奏楽部に所属していますが、入学後2年間はコロナの影響により
活動を充実させることが出来ませんでした。しかし、3年生になりコロナが以前より落ち着いてからは部活
の代表として、様々なイベントに挑戦したことで充実した部活動にすることができ、自身の成長にも繋がり
ました。この経験は就職活動においても自分の強みをアピールできるエピソードとなり、他の学生との差を
つけることが出来ているので良かったと思っています。勉強や部活動、アルバイトなど様々なことの両立に
不安を持っていましたが、先生たちや先輩たちがたくさんサポートしてくださり、安心して色々なことに挑
戦することができました。同じような不安や悩みを持っている人は気にせず大学生活を楽しんでください！

発行：東北工大建築学部 学部長 石井敏

Since 1966-2020->>>東北工大 通信

旧守屋邸妖怪展での展示作業の様子 山形でのまち歩きの様子

こんにちは！不破研究室です。配属が決
まってから約2カ月…、今回は3年生からみた研究室の雰囲
気・活動の様子を簡単に紹介させていただきます！まず不
破研の雰囲気ですが、控えめに言って最高です。フレンド
リーな先輩方、ユーモア抜群の不破先生…。時に優しく、
時に厳しくご指導してくださる素晴らしいメンバーが揃っ
ています。また不破研といえば数多くの地域活動！配属し
てすぐプロジェクトに参加し、地域の方と交流することが
できます。正直とても忙しいのですが、素晴らしい出会い
と経験の連続です。興味のある方は、ぜひ一度研究室を覗
きにいらしてください！お待ちしてます！不破研究室 金子

Pick Up Lab.

早いもので2022年も終わりに近づいています。どのような１年だったでしょうか。１年生は入学試験を経て本学に入学。高校生か
ら大学生になり、生活環境の変化やこれまでとは異なる学修スタイルに戸惑いながらもここまで来ました。どのような夢や目標を描いて本学での学びをスタートしま
したか？振り返ってみてください。そして、その目標に向かって着実に歩んでいるか、自身で確認してみましょう。新しい年を迎えるにあたり、あらためて目標を設

定してください。２年生は４年間で一番難しい時期を過ごしました。これを乗り切ると３年生、学びの世界の広がります。コース選択により、自分の特性、適性、興
味を再確認して進路も意識する時期となります。研究室配属もあり大学がさらに楽しくなる一年が待っています。３年生は進路を考える時期で就職活動も本格化。企

業OBOG交流会で分かるとおり、本学学生を求める企業はたくさんあります。卒業生も活躍しています。建築・建設に関わる企業は数多くあります。自分に合う企業・
会社は、どこにあるかわかりません。小さくても、皆さんは名前を知らなくても、いい企業はたくさんあります。そんな企業を探して発見することが大切です。そし
て４年生は卒業に向けての最後の締めくくり、卒業設計・論文のまとめです。二度と味わうことができない貴重な時間です。悔いの残らない時間を過ごしてください。

【2022年建築学部10大ニュース】（月順, あくまで石井個人の視点）

n 建築学科125名卒業, 建築学専攻9名修了（3月）
n 建築学部３期生161名入学, 建築学専攻（M・D）進学13名（４月）

n 新教員着任（錦織先生・齋藤先生）（４月）
n 対面授業を主としたオンライン併用（4月〜）
n 1年生「ここで学ぶこと」発刊（5月）

n 実験・教育棟（てくらぼ）の竣工と供用開始
n 台湾・中原大学とのオンラインクロスエスキース交流（11〜12月）

n 二級建築士・宅建士の在学生の合格（12月）
n 3年ぶりの企業OBOG交流会の開催（12月）
n 各種設計コンペでの学生・院生の活躍（通年）
今年も、コロナ禍にも関わらず、このほかにも多くのニュースがありました。学生、
教員のみなさんのアクティブな活動に感謝申し上げます。

『東北を支える建設関連企業・学生・学科との交流会』開催

本学科卒業生１３名が一級建築士試験に合格！（12/26発表）
本学科学生11名が二級建築士試験に合格！（12/1発表）
本学科学生３名が宅建士試験に合格！（１１/22発表）
JIA東北支部主催学生コンペで４つの賞を本学科学生・院生が独占！

12月15日に、建築学科の独自企画である企業（OBOG）と3年生・

大学院1年による交流会が開催されました。COVID-19の影響に
より中止・延期になっていた企画ですが3年ぶりの開催となりまし
た。本学科を応援して下さる建設関連企業105社から200名を超

える方に参加頂き、学生150名、参加企業へ内定が決まっている
学生や学科教員含めて400名近くが参加した大イベントとなりまし

た。交流会では、学生は多くの企業の方々に積極的にアプロー
チし、自作の名刺を渡しながら、建築・建設に関わるさまざまな仕
事のこと、会社のこと、大学で身につけるべき力についてなど

伺っていました。これからの就職活動に向けてのアドバイスもいた
だきました。自由でアットホームな雰囲気の中での交流会となりま

した。学生にとっては卒業生の皆さんとの交流を通して、進路を
考え、建築に関わる仕事のことを知る良い機会となりました。

資格取得では在学生も卒業生も健闘。学生

11名の二級建築士合格は、全国の大学で
も有数の成績。設計コンペでも学生が大活
躍。応募37のうち受賞作品4つがすべて本

学科学生という快挙。全国の工科系私立大
学で開催される「工大サミット」（@愛知工業

大学）では、中村研の武見さんが、自身の
研究活動について素晴らしい発表を披露。
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